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活動の目的 

ザルカ県に避難してきたシリア難民の子どもたち及びホストコミュニティの
ヨルダン人貧困層の子どもたちに対し、紛争体験によって生じたトラウマや
避難生活及び日常生活のストレス等の問題に対処できるよう、専門家の策定
した心理社会的ケアワークショップを提供する。 

拡大 

当会アンマン事務所 

当会ザルカ支援センター 

ヨルダン全土 首都アンマンとザルカ県ザルカ市 



活動内容と成果のサマリー 

子ども向け心理社会的ケアワークショップ 
• 描画 
• クレイモデル 
• スポーツ 
• グループ間交流 
• 演劇 
• 演劇発表会 

 
 
 
 
 
2013年2月から2014年2月にかけて112名の子どもたちが参加。 
演劇発表会には、子どもたちの家族885名が出席。 
2014年2月より、参加者を倍増してプログラム継続中。 

ハーリッドくん。将来の夢は(困っている人を無料で乗
せてあげられる)タクシードライバーになること 
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子どもの現状(ケースストーリー) 

14歳のシリア難民の少女、アサーラ 
 
心理社会的ケアワークショップ参加前 
にシリアで撮影 



子どもの現状(ケースストーリー)  

14歳のシリア難民の少女、アサーラ 
 
心理社会的ケアワークショップ参加後 
NICCOザルカ支援センターにて撮影 
 
 



国連との協働 

子ども向け心理社会的ケアワークショップ及びインフォーマル教育は、国連機関
(UNICEF)が主導する教育セクター・ワーキンググループ会合及びプロテクショ
ンセクターのチャイルドプロテクション・サブワーキンググループ会合に参加す
るとともに、ヨルダン教育省とも密に連絡を取り、情報共有と調整を行った上で
実施。 
 
支援物資の中でも、就学児童向けの文房具の配布は、教育セクターの活動に含ま
れている。 



今後の課題 

心の傷やストレスを抱えたまま、何のケアも受けられない子どもたちが大勢いるが、
現在の予算ではほんの一部の子どもたちにしか心理社会的ケアを提供できない。 

 

子ども向けの心理社会的ケアワークショップに参加した子どもたちから、「1ターム
だけでなく、またワークショップに参加したい」と継続を望む声が多く寄せられてい
る。しかし、現在の予算では同じ参加者に2ターム以上参加してもらうことは難しい。 

 

国連機関(UNHCR、UNICEF、UN OCHA等)からの資金を含む自己資金を調達
し、心理社会的ケアやインフォーマル教育のプログラムを拡大していく必要がある。 


